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研究成果の概要（和文）：本研究では，調査・実験の両側面から検討を行い，（1）閾下での刺激提示であっても，人
々の認知・感情・行動に対し様々な影響を及ぼすこと，（2）こうした影響は，情報への接触の仕方（累積的もしくは
集中的）によって大きく変容すること，（3）これらのプロセスは日常生活における匿名的空間において顕著化し，ネ
ットいじめ加害行動に結びつく可能性があること，の3点について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Employing both experimental and survey methods, the present study shed light on th
e following three aspects: (1) even when given implicitly, subliminal stimuli can have various effects on 
human cognition, emotion, and behavior; (2) such effects could greatly be changed subject to how the infor
mation is exposed (cumulatively or intensively) to the perceiver; (3) and such processes could become prom
inent in everyday anonymous situations, resulting in cyber-bullying behavior.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

現代は“情報過多社会”とも呼ばれるよう

に，当人の意思とは無関係に，常に何らかの

情報・刺激に曝されている。特にこの傾向は，

インターネット（以降，ネットと略記）の普

及により，急速に加速しつつある。 

しかし匿名的なネット上には，誹謗・中傷，

犯罪に関連した情報，偏見・差別的発言など，

攻撃的な情報が多い。また従来は目にする機

会の少なかったこのような情報に対しても，

常に万人がアクセス可能な状況にある。すな

わち攻撃的な情報・刺激への接触が，以前と

比べ極めて日常的な事態として，なかば無意

識的に経験されているのが現状であろう。さ

らにそうした情報・刺激への無意識的接触の

影響は，本来ならば微小なものでも，日々の

反復的な接触の中で累積され，人々の認知・

行動に大きな影響を及ぼすと考えられる。 

さらにこうした影響は，若年層において特

に顕著となることも示されている。特に，匿

名空間上での攻撃的・逸脱的行動については，

深刻な問題として取り沙汰されてきた。そし

て近年では，匿名での嫌がらせや，当人にな

りすましての中傷を行う“ネットいじめ

（cyber-bullying）”として顕著化している。

文部科学省によれば，国内のネットいじめの

認知件数は，2012 年度では 7855 件にものぼ

り，深刻な問題として指摘されている。 

これらの議論を踏まえ，本研究では，実験

的および調査的アプローチの両面から，累積

的な情報接触が，人々の認知・感情・行動に

及ぼす影響について分析した。そして，現代

社会における喫緊の課題であるネット上で

のいじめや，匿名空間上での攻撃行動・逸脱

行動の発生機序についても検討した。 

 

２．研究の目的 

【研究 A 実験的アプローチ】 

実験的アプローチにおいては，第一に，閾

下・閾上での情報への累積的接触が，人々の

認知・感情・行動に及ぼす影響について検討

した（A-1, A-2, A-3）。そして第二に，こ

うした情報接触が，どのような条件下でより

顕著化するかについて検討した（A-4, A-5）。

さらに第三に，匿名空間上での逸脱的行動の

促進要因も併せて検討した（A-6）。 

研究 A-1：犯罪や防犯に関する情報に閾下で

集中的に接触することが，犯罪不安や環境へ

のリスク評価に及ぼす影響を検討した。 

研究 A-2：犯罪や防犯に関する情報に閾下で

一定期間累積的に接触することが，犯罪不安

やリスク評価に及ぼす影響を検討した。 

研究 A-3：ネットを介してのみ接触するとい

う環境下で集団を形成し，共同創作課題に取

り組むという実験を通して，メンバー同士の

接触スタイル（集中的 or 累積的）が創作物

のクオリティに及ぼす影響を検討した。 

研究 A-4：単純接触効果の観点から，集団成

員として典型的でない異質な成員との無意

識的接触が潜在的な集団評価に及ぼす影響

を検討した。 

研究 A-5：閾下接触による潜在的影響が顕在

化する過程について，認知的負荷によるセル

フコントロールの低下に着目して検討した。 

研究 A-6：匿名下の規則違反行動の促進要因

を特定するため，物質的利益の他，寄付行動

による心理的利益を独立変数として用い，匿

名下の違反行動を実験室外実験で検証した。 

 

【研究 B 調査的アプローチ】 

調査的アプローチにおいては，第一に，匿

名空間上での逸脱的および攻撃的行動の実

態について検討しつつ，それらを促進する要

因を分析した（B-1, B-2）。そして第二に，

これまでの知見を総合しつつ，情報通信機器

への累積的接触が，ネットいじめ加害行動に

結びつくまでの心理的過程を検討した（B-3）。 

研究 B-1：実社会での匿名下の規則違反行動

として，小売業従業員による金品不正取得行

為（従業員窃盗）に着目し，当該行為に関連

のある要因をウェブ調査により検証した。 

研究 B-2：ネットの発展の著しい中国におい

て，都市部在住の高校生を対象にウェブ調査

を実施し，ネット上での攻撃的言動の発生，

促進要因，現実生活への影響を検討した。 

研究 B-3：日常生活における情報通信機器へ

の反復的接触が，ネットいじめ加害行動に結

びつくまでの過程について，高校生を対象と

したウェブ調査により検討した。 

 

３．研究の方法 

【研究 A 実験的アプローチ】 

研究 A-1 

実験参加者：つくば市内在住の女子大学生 42

名をランダムに集中接触群（20 名）と統制群

（情報非接触群；22名）に配置した。 

実験刺激：つくば市内などで収集した防犯情

報 30 個について予備調査を行い，インパク

トが強いと判断された「特別警戒中」，「不審

者出没」，「空き巣警戒」，「通り魔注意」，「痴

漢に注意」を用いた。 

手続き：集中接触群では 1日目に「情報接触

フェイズ 3回→IAT フェイズ」，2日目に「IAT

フェイズ→質問紙フェイズ」を，統制群では



1 日目に「IAT フェイズ」，2 日目に「IAT フ

ェイズ→質問紙フェイズ」を 1週間間隔で実

施した。情報接触フェイズでは，注視点

（1500ms），刺激（12.5ms），マスク（162.5ms）

の順序で，各刺激を 10 回，合計 50回ランダ

ム に 呈 示 し た 。 IAT フ ェ イ ズ で は ，

IAT-Anxiety（Egloff & Schmukle，2002）を

日本語に翻訳したものと，「つくば」と「安

全」の結び付きを調べるために，「つくば－

TX 沿線」，「安全－危険」の分類（IAT-Risk）

を行った。質問紙フェイズでは，荒井・藤・

吉田（2010）に基づいて，社会の治安悪化認

知，犯罪被害リスク認知，犯罪遭遇の楽観視，

個人的不安，社会的不安，防犯行動意図，つ

くばと TX 沿線の安全性評定（環境へのリス

ク認知）等に回答を求めた。 

研究 A-2 

実験参加者：つくば市内在住の女子大学生 32

名を対象とした。累積接触群には 10 名，統

制群には研究 A-1と同じ 22 名を配置した。 

実験刺激：研究 A-１と同様の刺激を用いた。 

手続き：累積接触群は 1，2 日目に「情報接

触フェイズ」，3日目に「情報接触フェイズ→

IATフェイズ」，10日目に「IATフェイズ→質

問紙フェイズ」を行った。各フェイズの詳細

は研究 A-1と同様であった。 

研究 A-3 

実験参加者：女子大学生36名。条件(個人条件6

群6名，集中的接触条件5群15名，累積的接触条

件 5群 15名の 3水準)を要因とする，1要因 3水

準参加者間計画。 

手続き：ネットを介して文章の共同編集ができる

サイト（EtherPad）上で，練習課題として，著者

のペンネームを考える課題と，“シンデレラ”を現

代版にアレンジして新しく物語を創作する課題を

約 5 分間ずつ行った。続いて本課題として，1 日

45分間ずつ，3日間にわたって，“浦島太郎”を現

代版にアレンジして新しく物語を創作する課題を

行なうよう求めた。なお，個人条件は1名のみで，

集中的接触条件は 3名のメンバーが同時に，累積

的接触条件は 3名が別々の時間に参加しつつ順番

に創作課題を行なった。3 日目の課題終了後，自

分たちが創作した作品に対し，独創性・調和

性の観点から評価するよう求めた。 

その後，実験参加者とは別の女子大学生3名に，

上記の手続きを経て作成された 16 の物語を送付

し，各々に対して同様に評価するよう求めた。 

研究 A-4 

実験参加者：集団に関して典型的な成員に接

触する割合（典型 100％条件・典型 70％条件・

典型 30％条件・典型 0％条件・統制条件（接

触なし））を要因とする 1 要因実験参加者間

計画であった（男子大学生 157名）。 

実験刺激：“オタク”集団として典型的な人

物と非典型的な人物の呈示割合を操作した。 

手続き：“今から画面中央にオタクの画像が

連続して短時間表示されます”という教示を

与え，10名の刺激人物をそれぞれ 10回ずつ，

黒地背景の画面上にランダムに呈示した

（10ms）。その際，典型 100％条件の実験参加

者には，10名の刺激人物について全てオタク

典型画像を，70%条件では 10 名のうち 7 名を

オタク典型画像，残り 3名を非典型画像にし

て呈示した。同様に，30%条件の実験参加者

には 10名のうち 3 名のみを典型画像，残り 7

枚を非典型画像として呈示した。0%条件では

10 名全てについて非典型画像を呈示し，統制

条件では刺激呈示を行わなかった。続く測定

フ ェ イ ズ で は ， 全 参 加 者 に Go/No-go 

Association Task（GNAT）を実施し，オタク

集団への潜在的評価（好ましさ）を測定した。 

研究 A-5 

実験参加者：刺激接触（接触・未接触）×認

知的負荷（高・低）の 2要因混合計画であっ

た（認知的負荷は参加者間要因）。参加者は，

大学生 69名（うち女性 40名）であった。 

実験操作：記憶課題の難易度の高低によって，

認知的負荷の強度を操作した。 

手続き：まず顔写真を 20 回閾下で呈示した

（10ms）。その後，認知的負荷の操作として，

1 桁の足し算 9 問を実施し，その答えを実験

終了まで順番通りに記憶する課題を行った。

認知的負荷高条件の参加者には，答えがラン

ダムな順番になるようにした(e.g., 5, 9, 3, 

8, 1, 6, 2, 4, 7)。一方，認知的負荷低条

件の参加者には，答えが記憶しやすい順番と

なっていた(e.g., 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 

9)。最後に感情プライミング課題と自己報告

により，接触した人物と未接触の人物への潜

在的好意度と顕在的好意度を測定した。 

研究 A-6 

実験参加者：大学生 66名（男性 32 名，女性

34 名）を 2 つの報酬群（自己利益群，利他利

益群）に無作為にわけた。 

手続き：虚偽課題・本課題を含む実験課題を

以下の手続きで実施した。 

（a）教室内で課題用紙を配布し，関連質問

紙（公的自己意識等）のみ回収した。（b）配

布した実験課題を家に持ち帰ってもらい，虚

偽課題（簡単な連想問題）の後，報酬課題（本

課題）としてコインを 2 度振ってもらった。

（c）コインを 2 度振り 2 度奇数が出た場合

のみ報酬（自己利益群は図書カード，利他利

益群は同額分の寄付）が得られると教示し，



その結果を記した実験課題を後日回収した。 

 

【研究 B 調査的アプローチ】 

研究 B-1 

調査対象者・手続き：小売業経験のある男女

200名を対象にウェブ調査を実施し，「店内に

おける従業員窃盗有無の把握」「従業員窃盗

に対する許容態度」「従業員窃盗に対する寛

大さ」などについて回答を求めた。 

研究 B-2 

調査対象者・手続き：中国都市部在住の高校

生 300 名を対象にウェブ調査を実施し，「イ

ンターネットの利用頻度」「ネット上での行

動内容」「ネット上の世界に対する危険性認

知」「現実生活における攻撃性（怒りの持続

しやすさ）」などに回答を求めた。 

研究 B-3 

調査対象者・手続き：国内の高校生 837名を

対象にウェブ調査を実施し，「日常生活にお

ける情報通信機器の利用頻度（パソコン，ス

マートフォンなど）」「情報機器を介した友人

関係維持に対する負担感」「ネット上でのい

じめ加害行動」などに回答を求めた。 

 

４．研究成果 

【研究 A 実験的アプローチ】 

研究 A-1 

潜在指標：集中接触群と統制群との IAT効果

量の差を調べた結果，IAT-Anxiety では，直

後，1 週間後とも，集中接触群と統制群との

間に統計的に有意差は見られなかった。

IAT-Risk では，集中接触群は統制群よりも，

直後の得点が有意に高く，1 週間後で得点が

高い傾向にあった。なお時期×群の 2要因混

合計画分散分析を行ったが，主効果・交互作

用とも統計的に有意ではなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 接触直後の IAT-Risk の効果量. 

 

顕在指標：「つくばへの安全観」得点として，

「つくば」の安全性評価の平均値から，「TX

沿線」の安全性評価の平均値を引いた値を用

いた。各指標について t 検定を行った結果，

集中接触群は統制群より，「つくばへの安全

観」が高い傾向があり，「犯罪被害リスク認

知」，「個人的不安」が有意に高かった。「犯

罪遭遇の楽観視」では，集中接触群は統制群

より，有意に得点が低かった。 

 

研究 A-2 

潜在指標：累積接触群と統制群との IAT効果

量の差を調べた結果，IAT-Anxiety では，累

積接触群は統制群より，直後の得点が有意に

高かったが，1 週間後では有意な差は見られ

なかった。IAT-Riskでは，直後，1 週間後と

も有意な差は見られなかった。なお時期×群

の 2要因混合計画分散分析を行ったが，主効

果・交互作用とも有意ではなかった。 

顕在指標：各指標は研究 1 と同様に算出し，

t 検定を行った。その結果，累積接触群は統

制群より，「犯罪被害リスク認知」，「個人的

不安」，「社会の治安悪化認知」，「社会的不安」

で有意に得点が高く，「防犯行動意図」で得

点が高い傾向にあった。「犯罪遭遇の楽観視」

では，累積接触群は統制群より低かった。 

すなわち，研究 A-1 及び研究 A-2 で得られ

た知見をまとめると，集中接触は，非意識的

にその地域が安全であると捉えさせるが，意

識的には自分の被害の可能性を高く捉え，被

害に不安を感じさせると考えられる。一方，

累積接触では，非意識的にも，意識的にも自

分の被害を高く見積もり，不安を強く感じる

ばかりでなく，意識的には社会にまで不安が

波及する。集中的か，累積的かで効果に違い

は見られるが，非意識的な情報接触でさえ，

我々の犯罪不安や環境に対するリスク評価

は影響を受けると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2. 接触直後の IAT-Anxiety の効果量. 

 

研究 A-3 

実験の結果，複数の参加者が同時に集合し，

リアルタイムで創作を行う集中的接触条件

は，創作のプロセスそのものを肯定的に感じ

ていたことが示された。さらに，自分たちが

創作した物語に対して，“上手”で“調和的”

であると，高く評価していることが明らかと

なった。その一方で，創作された物語の文字

数は個人条件よりも少なく（個人条件の平均

 

*** 

 

 ＊＊ 
 



は 3103.3 文字，集中的接触条件の平均は

2336.0字），また読者からの評価も低かった。 

一方，累積的接触条件では，集中的接触条件

と同様に，自分たちが創作した物語に対して

高い評価を与えていた。しかし累積的接触条

件では，創作された物語の文字数は多く（平

均 6293.2字），また読者からも“上手”で“調

和的”な“完成度の高い”物語であり，さら

に“この作品の作者はアイディアが豊富であ

ると感じた”として，高い評価を受けていた。 

 

研究 A-4 

潜在指標：単純接触効果が生起したのは，接

触する 10人の成員のうち，70%か 100%が“オ

タク”として典型的な人物の場合であった。

反対に，接触する成員の 30%もしくは 0%が典

型的な成員の場合には単純接触効果が生じ

なかった（Fig. 3）。以上の結果から，集団

への単純接触効果が成立するには，少なくと

も接触する成員の過半数が典型的な成員で

あることが必要となることが窺われる。加え

て，70%条件で最も効果が強く，多数の典型

成員に少数の非典型成員が組み込まれるこ

とが，効果を強化することが示された。これ

には，集団に対する固有のイメージと，それ

に当てはまらない異質な“らしくない”成員

との対比過程が寄与したものと考えらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3. 潜在的好意度得点の平均値. 

 

研究 A-5 

潜在指標：潜在的好意度については，認知的

負荷の高低に関わらず，接触した顔写真の方

が好ましく評価されており，単純接触効果が

生じていた（Fig. 4，上段）。 

顕在指標：顕在的好意度については，認知的

負荷高条件において，接触した顔写真が未接

触に比べ好ましく評価されるという単純接

触効果が確認された。しかし，認知的負荷低

条件では，差は認められず単純接触効果は生

じなかった（Fig. 4，下段）。 

以上より，強い認知的負荷によってセルフ

コントロールが低下し，顕在的態度でも閾下

単純接触効果が表出されたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4. 潜在的好意度得点（上段）と顕在的

好意度得点（下段）の平均値. 

 

研究 A-6 

実験の結果，実験参加者は利他的報酬（慈

善団体への 500 円の寄付）を利己的報酬（同

額の電子図書カード）よりも魅力的な報酬と

評価する一方，規則違反は利己的報酬群のみ

で観察された（Fig. 5）。また，先行研究結

果とは異なり，公的自己意識（公的自己自覚）

の高低および主観的匿名性程度と規則違反

の生起頻度には，関連は見られなかった。 

 

 Fig. 5. 各群における報酬獲得率． 

 

【研究 B 調査的アプローチ】 

研究 B-1 

先行研究をもとに作成した「社内不正を許

容してしまう職場雰囲気（不正情報共有程度，

店舗管理程度）」，「仕事満足度」，「仲間意識

程度」，および「在職期間」の各質問項目と

社内不正に対する態度（社内不正の頻度認識

程度，違反認識程度，許容程度）の関連を検

証した結果，欧米での先行研究同様，社内不

正に対する態度は「社内不正を許容してしま

う職場雰囲気」等の各項目と有意な相関が確
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認された。また従業員による窃盗行為では，

小売業経験者の半数が解雇や警察への通報

ではなく，減給や口頭注意等の罰則が適切と

回答し，当該行為をあまり深刻な犯罪行為と

して捉えていない傾向が確認された。 

 

研究 B-2 

  分析の結果，ネットを頻繁に利用している

ほど，ネット上での攻撃的言動もより多くな

されており，この関係性は特に携帯電話利用

において顕著であった。すなわち，手軽に利

用でき，様々な情報への累積的接触が生じや

すい媒体において，攻撃的言動が容易に生起

しやすいことが示された。加えて，こうした

ネット上での攻撃的言動は，現実生活におけ

る怒りの持続しやすさにも促進的影響を及

ぼしていた。ゆえに，ネット上で喚起された

攻撃性は，現実生活にも波及し，持続的影響

を及ぼすことが示唆された。 

 

研究 B-3 

高校生を対象とした分析の結果，スマート

フォンをはじめとする情報通信機器への接

触頻度が多いほど，“ネットがないと，周囲

の話題についていけない”という焦燥感や，

“ネットを介した友人との付き合いに疲れ

た”という負担感が生じ，さらにそれらを介

してネットいじめ加害行動が促進されると

いう過程が示された。またこうした過程の背

景には，現実生活における友人関係の形成・

維持に対する忌避感が介在していた。 

したがって，一連の実験研究において示さ

れた，情報への累積的接触による影響プロセ

スが，匿名空間上で顕著化しつつ現実生活に

も影響を及ぼすという形で，日常場面の中で

も見出されることを示すことができた。 
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